
　私たちが日常生活を営む都市や地域社会。
そこでは、誰もが安全、安心、快適に生活でき
る、美しい空間の創出が望まれています。
　本講座では、そのために必要とされる社会
資本 （インフラストラクチャー）の整備理念に
ついて解説します。

「建設材料は地産地消の先駆け」
秋田大学大学院工学資源学研究科土木環境工学専攻
准教授　　徳重　英信

「世界の橋・秋田の橋」
秋田大学大学院工学資源学研究科土木環境工学専攻

教授　　川上　洵　

「いろいろな土と地盤のはなし
 ―身近な土から月面の土まで―」
秋田大学大学院工学資源学研究科土木環境工学専攻

准教授　　荻野　俊寛

「ヨーロッパと比較した日本の景観まちづくり」
秋田大学大学院工学資源学研究科土木環境工学専攻

准教授　　日野　智

「世界の交通事情　日本との比較」
秋田大学大学院工学資源学研究科土木環境工学専攻

准教授　　浜岡　秀勝

「木橋の話」
秋田大学大学院工学資源学研究科土木環境工学専攻
准教授　　後藤　文彦
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平成２３年度秋田大学公開講座

（秋田市中通２丁目１－５１）

※定員に達し次第
　　　　　  締め切りといたします。

※受講料は初回受付にて
                                お支払いください。

お申込み・お問い合わせは

地域創生課

藤倉水源ダム（秋田市）

田子内橋（東成瀬村）

リスボンのケーブルカー（ポルトガル）



期　　日 時　　間 講 義 題／講師

第１回 ８月８日(月)
18:30～20:10
（18:30～18:40
　開講式）

世界の橋・秋田の橋
秋田大学大学院工学資源学研究科

土木環境工学専攻
教授　　川上　洵

第２回 ８月22日(月) 18:30～20:00

いろいろな土と地盤のはなし
―身近な土から月面の土まで―
秋田大学大学院工学資源学研究科

土木環境工学専攻
准教授　　荻野　俊寛

第３回 ８月29日(月) 18:30～20:00

ヨーロッパと比較した
日本の景観まちづくり

秋田大学大学院工学資源学研究科
土木環境工学専攻
准教授　　日野　智

第４回 ９月５日(月) 18:30～20:00

世界の交通事情
日本との比較

秋田大学大学院工学資源学研究科
土木環境工学専攻

准教授　　浜岡　秀勝

第５回 ９月12日(月) 18:30～20:00

木橋の話
秋田大学大学院工学資源学研究科

土木環境工学専攻
准教授　　後藤　文彦

第６回 ９月26日(月)
18:30～20:10
（20:00～20:10
　閉講式）

建設材料は
地産地消の先駆け

秋田大学大学院工学資源学研究科
土木環境工学専攻

准教授　　徳重　英信

〔会場案内図〕

※お車でお越しの方は，明徳
館ビル内立体駐車場をご利用
ください。公開講座開催時は
無料で利用することができま
す。ただし，高さ１．５メー
トルを超える車は利用できま
せんので御了承ください。そ
の場合は，恐れ入りますが周
辺有料駐車場をご利用くださ
るようお願いいたします。

　身近にある粘土や砂から月面土まで、さまざま
な土の性質を解説します。土から構成される地盤
についての災害や、その対策について学びましょ
う。

　世界中で多く使われているコンクリート、木材
や石材などの建設材料について、「環境」と「地
産地消」の切り口から解説します。建設材料の
“これまで”と“いま”、そして“これから”について考
えてみましょう。

　世界における特徴的な交通システムについて、
私たちになじみ深い日本の交通状況と比較しなが
ら解説していきます。

　橋は、原始時代の丸太橋に始まり、縄文時代の
桁橋を経て、アーチ橋やトレッスル橋と発展して
いきましたが、やがて鋼橋・コンクリート橋に
とってかわられることになりました。近代木橋の
現状について御紹介します。

　日本における景観まちづくりやそれを支援する
制度について御紹介します。併せて、景観に関す
る取り組みの先進地域であるヨーロッパの事例を
見ていきましょう。

平成２３年度秋田大学公開講座

地域環境とインフラの旅

講義概要

　土木工学が係わるインフラストラクチャーは
様々ありますが、中でも橋梁は代表的な構造物で
す。写真を通して、様々な橋について御紹介しま
す。

〔講座日程〕 ※８月１５日(月)、９月１９日(月)はお休みとなります。御注意ください。

フォンテAKITA


